
自然環境や生活環境 の中で のさまざまな体験を通して ､ 環境の こ とを楽し< 学んで

みませんか? 町内会や子ども会､ 市民グル ー プ､ 企業等の皆さんが用意 した会場に､

市民サ ー

クル や環境N P O が講師としてお伺い します!

iノご
､

ごi′■ 患々かん毒さうしスキュ ー 隊つログ弓ム を
ご体験いただけます!

杜の都･

仙台の 自然環境や生活環境を生か した環境学習プロ

グラムです｡ 仙台市の環境教育 ･ 学習の推進鯛織である F E ∈L

S e n d ai ( フ ィ ー

ル センタイ ｡ 正 式名称は ｢ 杜の都の市民環境

教育 ･ 学習推進会議｣) が､ 環境サ ー クルや N P O に依頼して

作成しました｡ 平成 2 5 年度の出前講座では､ 2･9 の プログラ

ムがこ利用いただけます ( 次ペ ー ジの 一 覧をこ寛< ださい) ｡

●対 象 仙台市内のおおむね2 0 人以上の団体やグル ー プ( 町内会や子ども会､ 市民グル

ー プ､ 企業など) 5 団体程度 【先虐】｡

●実施内容

●募集細岡

●実施時期

●実施会頓

●費 用

●申込方法

◆宗教または営利を目的とする場合は､ お申し込み いただけません ｡

次ペ ー ジの ｢ メ ニ ュ ー 一 覧｣ か ら､ こ希望のプログラムをお選びい ただけます｡

平成2 5 年 8 月 8 日(ホ) ～ ¢月 2 8 日(金)

◆期間中であっ て も､ 嚢集数に達 し次第､ 締め切らせていた だきます｡

平成 2 5 年 7 月下旬 - 1 2 月の希望す る日時

◆講師の都合で調整させていただ< 頂合があります ｡

利用者側でこ用意ください ( 原則として仙台市内) ｡

◆プログラムによっ ては､ 講師が指定する瘍所となります ( 応相談) ｡

講師へ の謝礼は無料です｡

◆会場費用や保険料などの諸費用は､ 利用者側の負担となります｡

◆プログラムによっ ては､ 利用者側に準備 していただ< 物品があります｡

下記の申込先へ 電話で ､ または裏表紙の申込書をフ ァ ッ クスで お送りください ｡

★プログラムの内容につ いて ､ 詳しくは r 杜々 かんきょう レス キュ ー 隊 環境学習プログラム集｣

をご覧ください ( 仙台市環境交流サロ ンで閲覧できるほか､ ホ ー

ムペ
ー ジ (h tt p :// w w 肌 f e e 卜

S e nd ai . j p/ 爪O ri m o ri/) で ご覧いただけます) ｡

【申込先】FEE L S e nd a i ( 牡の都の市民環境教育 ･ 学習推進会議) 事務局

所在地 : 〒98 0
- 081 1 仙台市青葉区

一

番町四T l∃7
⊥け 小田急仙台ピル 9 階

仙台市環境局環境都市推進課 内

電 話: 0 2 2
-

2 1 4
-

0 0 0 7 ファクシミリ: 0 2 2
-

2 1 4
-

0 5 8 0



轟音囁噴出前講座 メニ ュ ー _ 覧 ( 平成2 5 年度) ,
■講座のメニ ュ

ー ( ご体験いただける環境学習プログラム) は下表のとおりです｡

■利用者が用意した会場へ ､ ｢ 実施団体｣ が講師としてお伺い します｡

1 各プログラムの詳細や､ 学習に適 した場所､ 利用者側の準脚臥 実施団体の連絡先等は ｢杜々か

ん きょうレスキュ ー 隊 環境学習プロ グラム集｣ ( 仙台市環境交流サロンで 閲覧できるほか､ ホ

ー ムペ ー ジ (h 碑 // w . 向e ト 軸 ｣ p/ m o 付 n o パ/) に掲載) をこ賢ください｡

※ r プログラム築j には下表以外のメニ ュ
ー も掲載していますガ ､ 出前講座ではお選びいただけませんの で こ了承< ださい｡

表内の※印の ついたプ0 グラム ( 2 . 3 ､ 1 6 ～ 1 8 〉 に ついては､ 団体の事情により 1 0 月から

の実施となりますので ､ こ了承下さい ｡

頒 田 プロクラム名 内容 対象者 対象人数 実施団体

森

『

里

口
森♯ へ 行こう ～ r ホの 台原森林公国なとを散策しながら樹木

幼児 ～ 成

人

1 0 0 人

まで
水魚方式研究会薫旬イロJ ｣ヽ r 落雪奮の や薄ら葉の観察を行い ､ 樹木についての

I 2 3 J ～ 入門的な知識を学びます｡

2 甫ホが鯵くくむ里山の
堂山の水系をさかのぽり､ 雨水のゆ<

えを探ります. 水や自然と共生する審

らしについて学びます｡

小学 3 年 3 0 人 ネイチャ
ー ワォ

寵 生毒物･人¢く弓し 生 ～ 成人 まで イス

I

蜜

出勤 ､ 生山たんてい 里山で動植物を探索 ･ 観察しながら､
小学3 年

生 ～ 成人

3 0 人

まで

ネイチャ
ー ヴォ

イス
山
囲 い キ ー ワ ード鯵r生 生物間の ｢ 食べる

一 食ペられる関係｣

己もののつ 脚 II J を学びます｡

ヰ

官職大ボウケンヂサ ー

探索で集めた花や木の実でお弁当を作 幼児 ～ 小
3 0 人

まで

宮城教育大学

幼児教育研究会
ー もりの網ペんとうづく ります｡ 自然へ の関心と､ 人と関わる力 学校低学

l ト が育てられます｡ 年

水
辺

き

大人のた助 刷Il遊び

満座 一 手ども起ちの

ltl遊び魯離しく電全に

子どもたちが川での学習 を行う効果

や､ 安全対策について学ぷ､ 大人向け

のプログラムですJ

大学生′ -

成人

2 0 人

まで
カウラパン

l
川に学膠う ー しぜ人 ･

地域の川やそこに住む生書物につい

て学I罰室内でのプ0 グラムです｡ 屋外 幼児′ ･ ■成 6 0 人
カウラパン

ちい壷･ くちし - での学習の夢前学習にも活用できま

す｡

人 まで

丁
川で遮ぽう ー 翁んぜん

に･たのしく･ や±しく -

川で生き物を捕まえながら､ 地域の川の

環境や､ 安全な川での活動方法を学びま

す｡

幼児′ 〉 成

人

6 0 人

まで
カウラパン

8
考えさう地域の水着賄

水害に関わる様々 な情報を学ぶととも

に､ 自らが地域を歩いて集めた情報をも 小学 4 年 4 0 人
カワラパン

軍
◆

とに防災マップをつ< ることで､ 地域の

防災について考える機会とします｡

生′
･
】 成人 まで

琶

鹿

9
恥 審り削 lのちの

タネを入れた粘土団子を使い ､ 野菜など

を栽培することで､ 命の成長やつながり

について感じます｡

幼児 ～ 成 3 0 人 シンプル& スロ

おん亡だん⊂ 人 まで
-

ライフの会

I l
烏有 脚 ロケ弓血: 生

合同市に参加し､ 食 べ物の生産 ～ 廃棄 ､

そして廃棄物を堆肥化しての生産､ とい

う循環の し< みを学びます｡

小学 3 ′ ､ ■ 1 0 0 人 仙台いぐね研究

産 一 流過 一 滴千 ～ 廃書 8 年生 まで
■ゝ

= ミ

皿 ホの織帝人
普段の食べ物が作られるために､ 間接的

な水がどれだけ使われているかを学ぶ､

室内でのプログラムです｡

小学4 年

生 ～ 成人

6 0 人

まで

仙台リバ
ー スネ

ッ ト ･ 梅田川

ほ
給食･ いただ塁審すJ つ

学校給食を側に､ 私たらの ｢ い のち｣ を

支える食べ物か､ いかに多< の生き物の 小学 3 年 3 0 人
P W 研究会 ク

ラフ ･ オ ー テイ

ア啓がIl . 鶴見 ｢ いのら｣ に支えられているかを､ パス

ルやカ
ー

ドを使いながら学びます｡

生 ～ 成人 まで

II
縮食( 食卓) か弓地球の

身近な学校給食を題材に買い物ゲ
ー

ム

なとをしながら､ ｢ 地産地消｣ の食材を
小学校 4

年生 ～ 6

年生

4 0 人

宮城県地球温暖

化防止活動推進

こと 軸 うJ J 使うことや残さず食べ ること机 地球温

膿化防止につながることを学びます｡

程度 員 みどりむし

グル ー プ



頒 粥 プログラム名 内容 対象者 対象人数 実施団体

自

然

川
い¢おの学校つロケ弓

いぐねく屋敷林) の 3 R の < らしを体験
し､ 現代の昏らし万を考えるプログラム■

小学3 年

生′ ､ ノ 中学

生

1 0 0 人 仙台いぐね研究

ム ー 出血 蹴 → です｡ 出前授業として室内で利用できま

す｡

まで
■ゝ

工芸

ほ
い弓色発見悸 一 撃静励

散歩をしながら写真や花 ･ 木の実を集め

て季節ことのマ ップを作り､ 自然の移り

変わりを発見します｡

幼児
′
) 成 3 0 人

N P O 法人 冒

険あそび壕
-

せ

巾〆弓マン ～ 人 まで んだい ･ みやぎ

ネ ッ トワ
ー

ク

ll

ケヤヰだいすき J 綴付

ん陣 - ケヤキのこと. 身の回りや里山のケヤキ調査から､ 伝統 小学 3 年 3 0 人 ネイチャ ー ヴォ

田 r 鋒J のこと. もっと軸叫
たい J -

的な害らしや自然環境ついて学びます｡ 生′ 一 成人 まで イス

け
貰

計のり安岡 ､ 星山で初 稲刈り体験 ･ お屋敷探検などを通じて､
小学 3 年

生 ～ 成人

3 0 人

まで

ネイチャ
ー

ワ ォ

イス

と
の
級の自館と碁ちしを捧 堂山の循環型の暮らしや農業について

共
生

'

犠J 学びます｡

ll
●

生壷もの ･ にぎわい マ

身近なフ ィ
ー ル ドで様々 な生き物を探

して スケ ッチし､ 聖祭羅をつくりなが

ら､ いきものの ｢ にぎわい｣ ｢食 べ る-

貴 べられる関係J ｢ すみ分け｣ なとを学

ぴます.

小学3 年 3 0 人 ネイチャ
ー ワ ォ

嵩 シタ弓をつく弓うJ
■

生′一 成人 程度 イス

川
のぞいて計■うJ に吉

土の中にすむ小さな生き物たちを探し､

その姿や形を拡大鏡で観察しながら､ 生 小学 1 年 4 0 人 シンプル & ス ロ

やかな土の世界 態系の中で ｢ 分解者｣ として大切な働き

をしていることを学びます｡

生′ - まで
ー

ライフ の会

2 l

揮モう l 水辺の外来種
ー 自指せ外来生物博士

外来生物の現状や環境 への影響につい

て､ 実際の生きものの観察や紙芝居など 小学校 1 4 0 人

宮城教育大学自

然フ ィ
ー ル ドウ

を通して外来生物に関する自分なりの 年生 ～ まで -

ク研究会Y A

考え方､ 命の尊さについて学びます. M O l

童

ら

引
生山例語計 一 人と鏑畑

一 柳 エ手札ギ ー ー

炭焼きを体験しながら､ 人間と森が共同

して作 った堂山の しくみと恵みを学び

小学 4 年

生′ ､ ノ 中学
2 0 人

まで

仙台いぐね研究
∠ゝ

ます｡ 2 年生
Z ミ

王王
昔のく弓し捧腕学校:

草木染め､ かまどを使 っ たこ飯炊き､ 廃

油の灯り作りの 3 つの苗の香らし体験

から､ 現代の宰らしを考えます｡

小学3 ′ ､ ■ 5 0 人 仙台いぐね研究

電･ 食･ 住 6 年生 まで
. △ .

王王

2 I

昔向くらし♯聯つロケ 蒸 しかまどとい う菩の道具でこ飯を炊 小学 1 年
6 0 人

まで

仙台いぐね研究
∠ゝ

= ミ
守山: 炭を伴って蒸しか < ⊂とで､ 現代の私たちの エ 利レギ

ー の 生′ ) 中学

し

地

球
環
境

手仁℡こ 剛 こう 使い方を考えます｡ 生

2 4
親子三世代r卸魔物卜弓

イアンサIh

自然を上手に利用 して暮らしていた苔 小学 4 年
3 0 人

まで

宮城県地球温暖

の人の知恵を調べて ､ 現代の生活への活 生 ～ 中学 化防止活動推進

かし方を考えます｡ 生 ネ ッ トワ
ー

ク

2 5

2 l

王丁

2l

王l

廃油キャンドルで家庭仁 廃油の正しい処理方法について学び､ 家
小学 5 年

生′ } 成人

小学1 年

4 0 人

まで

1 0 0 人

N P O 法人 笹

舟

天文ボランテイ

地 域 ､ 学l責を繋げさ 庭や地域の商店街から集めた廃油でキ

うJ

星を見魯離しみを逸し

ヤンドルをつ < ります｡

夜 に星を観察し､ きれいな空気や街の喝

かりなど､ 室の見え万から地球環境を考

えます.

模型なとを利用した実験で ､ 地球温暖化

て光害啓考ぇ魯

太胞ってすこい 一 輪噂

温畷他について考えさ

う ～

壱に喀魯r e 0 2 ( ニコニ

生′一 成人

小学 4 年

まで

5 0 人

アうちゅ うせん

N P O 法人 み

やぎ環境カウン

セラ
ー

協会

宮城県地球温暖

化防止洒動推進

の仕組みや対策を学びます｡

木が= 酸化炭素 (C O 2 ) を吸収する働

き等の光合成の仕組みや､ 木を植えて目

標量の C O 2 吸収を自指す公国設計ゲ
ー ム等をとおして､ 地球温暖化防止につ

いて学びます｡

仙台市内の ヒ
ー トアイラン ド現象をや

わらげる海からの風の はたらきにつ い

て､ 映像資料などを使 っ て学びます｡

生′ ･ ･ 成人

小学校 5

まで

4 0 人

コ)■A N K J

齢 ■じさう

年生 ～

小学校 1

年生′ ､ ■

程度

6 0 人

まで

員 みどりむし

グル ー プ

カウラパン



荘孝囁噴出前講座 申込書
申込年月日 平成 年 月 日

申込団体名

代 表 者 氏名 住所

連 絡 先

氏名 住所

電話 FAX

E メ ー ル

希望プロ グラム

柑ほのメニ ュ ー から選択)
番号 名称

日

時

第 1 希望 平成 年 月 日 ( 曜日) 午前 ･ 午後 時 分から

第2 希望 平成 年 月 日 ( 曜日) 午前 ･ 午後 時 分から

第3 希望 平成 年 月 日 ( 曜日) 午前 ･ 午後 時 分から

実施予定会場

※屋外の場合は

実施希望場所

会場名 t 電話l
所在地

雨天時の臭践

※屋外のプロ グラムの場合､ どちらかにレ点を付けてください｡

□ 延期しての実施を希望

□ 代替内容で屋内での 実施を希望

参加予定人数 人 (内訳 : 子ども 人､ 大人 人 )

* お申し込みは①電話で､ または②申込畜の太線枠内に記入して ペ ー ジを切り離し､ フ ァ ッ クス でお送

り< ださい (募集期間 : 平成2 5 年6 月 6 日 ( 木) ～ 6 月 2 8 日 ( 金)) ｡

【申し込み ･ 問い合わせ先】

FEEL S e n d a i ( 牡の都の市民環境教育 ･ 学習推進会哉) 事務局

所在地 : 〒g80 - 0811 仙台市青葉区
一

手町四丁 目 7
- 1 7 小田急仙台ピル 9 階

仙台市環境局環境都市推進課 内

電 話 : 0 2 2
-

2 1 4 - 0 0 0 7 ファクシミリ: 0 2 2
- 2 1 4 -

0 5 8 0




